	第１回 横浜市福祉保健研修交流センター指定管理者選定評価委員会　議事録

	日時
	平成29年５月８日（月）　午後６時30分～７時30分

	開催場所
	市庁舎７階　７Ａ会議室

	出席者
	家田委員、大場委員、木村委員、小林委員、豊田委員、山中委員、事務局４名

	欠 席 者
	なし

	開催形態
	公開（一部非公開）（傍聴者３名）

	議　題
	１　委員長及び委員長職務代理者の選出について
２　会議の公開・非公開について
３　公募要項（案）について
４　審査・選定方法について
５　選定のスケジュールについて

	決定事項
	１　委員長は豊田委員、委員長職務代理者は大場委員とする。
２　委員会は、第１回の議事のうち公募要項（案）、審査・選定方法、選定スケジュールの審議については、非公開とする。また、第２回の議事のうち、プレゼンテーション及びヒアリングは応募団体関係者を除き公開、審査を非公開とする。
３　公募要項（案）は、職員配置の記載について修正する。
４　審査・選定方法、選定スケジュールは、事務局の原案どおりとする。

	議　　事
	１ 委員長及び委員長職務代行者の選出について

豊田委員を委員長に選出し、大場委員を委員長職務代理者に指名した。

２ 会議の公開・非公開について

　第１回の議事のうち公募要項（案）、審査・選定方法、選定スケジュールの審議については非公開、第２回の議事のうち、プレゼンテーション及びヒアリングは応募団体関係者を除き公開、審査を非公開とすることを決定。

（以降、非公開）
３ 公募要項（案）について

（事務局）公募要項（案）について説明。

（木村委員）指定管理者は、指定管理料と利用料収入により運営するという理解でよいか。また、指定管理者から市へ支払うものはないか。
（事務局）質問のとおりである。その他、細かい部分では、自販機等を設置する場合は指定管理者から市へ目的外使用料を支払う。
（山中委員）職員配置として、館長の配置を求めているが、何か資格は求めているか。
（事務局）特に資格は求めていない。
（大場委員）配置する職員について、福祉関係の資格を持つ人を置かなければいけないというものはないのか。
（事務局）特に基準は設けていない。
（大場委員）ウィリング横浜の状況として、現在は福祉に重きが置かれている感じを受ける。ニーズからそのような状況になっていると思うが、情報資料室にも保健関係の図書はほとんどない。非常勤でもよいので保健に関する資格・経験がある人を配置し、研修等企画に参加してもらえるとよいと思う。
（事務局）公募要項の中に何らかの形で盛り込むこととする。
（豊田委員長）地域包括ケアの推進の観点でも医療・保健の視点は重要であり、保健を意識した人員配置を組み込んだ表現を事務局で考えてください。
（木村委員）応募時の事業計画と実際の業務実施内容が乖離してしまう場合があると思うが、５年間の指定管理期間のうち、評価が行われるのは第三者評価のみか。
（事務局）今までは自己評価と第三者評価のみだったが、今回から、毎年実績評価を行っていくことを追加した。
（豊田委員長）指定管理者に求める業務内容は幅広いものなので、実績評価を行うことは大切だと思う。
（豊田委員長）その他は事務局の原案どおりでよいか。修正案については、最終的な確認は委員長である私にご一任いただきたい。
（委員）異議なし。
４　審査・選定方法について
（事務局）審査・選定方法について、評価基準項目、確認書の資料について説明。
（豊田委員長）応募団体名のブラインド化は、応募が１団体のみの場合も行うのか。
（事務局）どの団体から応募があったかについて明らかにした上で、事業計画書等選考を行う際に使用する応募書類の一部については、団体名を三桁の任意の数字で置き換えた書類でブラインド化して審査を行う。そのため、応募が１団体のみの場合は、ブラインド化は行わないこととなる。
（豊田委員長）その他、特にご意見がないので、事務局の原案どおりとする。
５　選定のスケジュールについて
（事務局）指定管理者選定のスケジュールについて説明。
（豊田委員長）特にご意見がないので、事務局の原案どおりとする。
以上

	資料・
特記事項
	１　資料
(１) 委員名簿
(２) 横浜市福祉保健研修交流センター条例
福祉保健研修交流センターウィリング横浜の指定管理者の候補者の選定に関する要綱
横浜市福祉保健研修交流センター指定管理者選定評価委員会運営要綱
(３) 福祉保健研修交流センターウィリング横浜指定管理者公募要項（案）
(４) 審査・選定方法について
　　 評価基準項目
　　 確認書
(５) 指定管理者選定のスケジュール
２　特記事項

第２回の選定評価委員会の日程については後日調整する。
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